
                          

 

 

 

 

 

 

「チーム担任制」の確かな実施に向けて 

―主体的・共働的で創造的な学校運営のために― 

            南砺市教育委員会 教育長 松本 謙一 

 

 この提案は、あくまで､『質の高い教育を子供たちに』を目指し、これまでの南砺の教育財産（オープン

スペースを生かした教育、複式指導、部活動指導等）を積極的に生かしてもらおうと、本来は、各学校が行

うことを、教委が率先して推進するものである。 

 この制度が効果的に機能するためには、以下の２点が鍵であると考える。 

 

１ 教員の多様性を前提に、一人一人の「平等」の意識を変える 

夏休みの日直の回数を全員同じ回数とそろえながら、一方で「新採教員は年休も取れない」という。出

張の少ない先生が、新採の日直を肩代わりするくらいの思いやりがあってほしい。また、時差出勤の回数

も例えば何人かの先生が３回可能なのに全員、２回にそろえるために許さない・・・これでは、よりよい

改善にはつながらない。 

２ 「チーム」として互いのよさを認め合い、「ありがとう」と感じる人間関係を構築する 

 仲間のアイデア・よさを生かしながらリーダーシップを発揮する主任、主任を信じ支えながら自らも自

己実現する先生方・・・この関係が良好でなければチーム担任制は成功しない。 

「何を言ったか､行動したか」ではなく、『なぜ言ったか、なぜ行動したか』というその人の言動の背景

を理解し合う構えこそ、欠かせない。 
 

これまでの『当たり前』を今一度見直し、各学校でアイデアを出し合い、多様な特色ある教育を展開して

ほしいと願うものである。南砺の先生方が多様性を認め合い、本気で取り組めばきっと成果が上がってくる

と確信している。今後の取り組みが楽しみである。 
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南砺市教育センター 
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令和２年４月より  「南砺市視聴覚ライブラリー」 として 新しくなります 

南砺市が砺波市と合同で運営していた｢砺波視聴覚教育協議会｣は、令和２年度より分離し、｢南砺市視聴

覚ライブラリー｣｢砺波市視聴覚ライブラリー｣として、それぞれの市で運営することになります。 

｢南砺市視聴覚ライブラリー｣は南砺市立中央図書館（福光）、｢砺波市視聴覚ライブラリー｣は砺波市教育

センター（庄川支所）が、管理・運営します。 

 その準備作業のため、４月中旬頃まで DVD及びプロジェクターの貸出業務を停止します。 

これまでどおり南砺市、砺波市相互に貸出は可能です。新年度に入りましたら、貸出の手順や DVD所蔵一

覧等のファイルを各校に配付する予定です。ご不便、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほど、

よろしくお願いいたします。 
南砺市立中央図書館内（福光） 

南砺市視聴覚ライブラリー 

（所蔵 DVD ２３１本） 

砺波市教育センター内 

砺波市視聴覚ライブラリー 

（所蔵 DVD ２３０本） 

どちらでも 

借りられます 

砺波市教育センター内 

砺波視聴覚 

ライブラリー 

（所蔵 DVD４６１本） 



令和２年度の学校訪問に向けて 

２月 26日（水）に、西部教育事務所と南砺市教育委員会、南砺市教育センターで、今年度の学校訪問の振り返

りを行いました。その際に、来年度に向けて、以下のことが話題になりました。来年度の学校訪問や日々の授業

改善に向けて、参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップアップ研修会 
 この研修会は、７年次～９年次の若手教員に、南砺市内の先輩の授業・学級経営等を参観する機会を設け、

教育観や授業観、支援の在り方等から学んだことを今後に生かしたり、これまでの自分の取組を振り返った

りすることを目的に実施しました。南砺市全体を大きな職場と考えた OJT研修です。今年度は、７名の先生方

が受講されました。指導者の先生方、受け入れ校の先生方ありがとうございました。 

 来年度は、先輩の授業等の参観に加え、受講者自身の授業づくりや単元構想等に関する相談も研修内容と

します。先輩からのアドバイスを授業改善に生かしていける貴重な機会となることを願っています。  

ＮＹＴ（南砺市若手教師）道場の活動 
今年度は、小・中学校、保育園から 55名の若手教員の参加があり、校種や経験年数を超えて交流するこ

とができました。運営委員、協力いただいた６年次教員、会員の参加にご配意いただいた方々に感謝いた

します。 

 

 

 

 

 

 

調査研究委員会 
小学校社会科資料委員会では、小学校３・４年生社会科資料「わたし

たちの南砺市」「わたしたちの南砺市地図」、中学校社会科資料委員会で

は、中学校社会科資料「身近な地域の学習－地理編－」の改訂版を作成

しました。今回の改訂から、小学校の「わたしたちの南砺市地図」は、

資料集「わたしたちの南砺市」の巻末に折込印刷し、紛失を防ぎ、使用

しやすいように配慮しました。新年度に各校に配付いたします。委員の

先生方、ありがとうございました。 

 

□ 教材研究、単元構想をしっかり行う。学校訪問当日の授業だけではなく、単元全体を通して、丁

寧に取り組み、深い授業になることを目指す。学校訪問では、「最高の子供の育ち、最高の授業

場面を見てもらう」という心構えで、授業を公開し、助言をもらう。 

□ 授業者は、「協議会で何を聞きたいか」をはっきりさせておき、進んで尋ねる。 

□ 学校訪問で学んだことを、明日からの実践の中で子供に返していく。そのことが子供の育ちに

つながる。 

□ 来年度は、「チーム担任制での授業」の公開も考えられる。 

 

最終回（１/28）は、異校種で情報交換会 

 

 

＜参加者の感想より＞ 

○ 他の校種や、他校の先生と関わる機会があまりない

ので、よい機会になりました。 

○ 悩んでいたことに解決案を出していただきました。

楽しい雰囲気の中で、気軽に相談しやすかったです。 

 

 

今年度も、市教育センターの諸活動にご理解とご協力をいただきましたことに、心より感謝申し上げます。これから

も、先生方のご要望を一層反映できるよう努めていきたいと思います。さらなるご利用とご意見をお願いいたします。 


